
令和 4年度 決算報告と主な取り組み 

【一般会計決算の財政規模】 

 一般会計は、歳入・歳出額ともに前年度を下回りました。しかしながら、新・健康

管理センターの建設や物価高騰対策などにより、決算規模は依然として大きくなって

います。 

 

【一般会計の歳入】 

 歳入では、地方消費税交付金が増加した一方で、地方交付税が約 1億円の減少とな

り、国や県から入ってくる使い道の自由な収入が大きく減少しました。 

また、非課税世帯や子育て世帯への臨時特別給付金の給付やチャンネル Oの光ファ

イバー網整備の完了などにより、使い道が定まっている国庫支出金や県支出金につい

ても大きく減少しました。 

総額では 12億 5,154万円減少しました。 

 
 

 

 

 

市税

37億6,488万円

使用料等

3億8,639万円

諸収入・繰入金等

21億3,053万円

地方譲与税等

10億6,317万円

地方交付税

57億8,125万円

国庫支出金

29億8,067万円

県支出金

15億9,759万円

市債

9億743万円 市税

使用料等

諸収入・繰入金等

地方譲与税等

地方交付税

国庫支出金

県支出金

市債

一般会計（歳入） １８６億１，１９１万円 



【一般会計の歳出】 

 歳出では、おばまチケットの販売事業や道の駅のリニューアル事業により商工費が

31.9%増加、農業用ため池廃止事業や漁港施設の更新工事、鳥獣害対策事業などによ

り農林水産費が 12.2%増加しました。 

一方で、チャンネル Oの光ファイバー網整備の完了などより総務費が 32.5%減少し、

小浜縦貫線の第 1期工事の完了などにより土木費は 9.0%減少、小学校体育館の LED化

事業や全国高校総体の開催が完了したことなどにより教育費では 4.4%減少しました。 

総額では 10億 8,438万円減少しました。 

 
 

 

 

 

 

 

 

議会費

1億7,313万円

総務費

26億6,151万円

民生費

57億9,597万円

衛生費

20億8,809万円

労働費

1億7,738万円

農林水産業費

8億6,061万円

商工費

8億163万円

土木費

18億431万円

消防費

5億5,114万円

教育費

12億4,143万円

災害復旧費

2266万円
公債費

17億1,956万円
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一般会計（歳出） １７８億９，７３９万円



【市債（借入金）残高の状況】 

 市債の令和４年度末残高は、150億 8,437万円で、市民一人当たりでは約 53万 5,000

円になります。 

 新規市債の発行が抑制されたことから、前年度より 7 億 4,140 万円減少しました。 

 

 

【基金（貯金）残高の状況】 

 基金の令和４年度末残高は 35億 118万円で、市民一人当たりでは約 12万 4,000円

になります。 

 令和４年度は基金から 3 億 6,775 万円取崩しを行いましたが、6 億 7,698 万円積立

てを行った結果、前年度から 3億 923万円増加しました。 
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2億 8,781万円 

9億 3,097万円 

22億 8,240万円 



【特別会計の決算状況】 

  歳入額（A） うち一般会計繰入金 歳出額（B） 差引（A-B） 

国民健康保険事業 30 億 2,328 万円 2 億 2,008 万円 29 億 9,080 万円 3,248 万円 

後期高齢者医療 4 億 3,217 万円 1 億 811 万円 4 億 3,117 万円 100 万円 

介護保険事業 36 億 6,807 万円 5 億 4,391 万円 35 億 7,664 万円 9,143 万円 

農業集落排水事業 4 億 8,199 万円 1 億 6,721 万円 4 億 6,559 万円 1,640 万円 

漁業集落環境整備事業 5,286 万円 2,035 万円 5,279 万円 7 万円 

加斗財産区運営事業 3.2 万円 0 万円 2.9 万円 0.3 万円 

※加斗財産区運営事業のみ、千円未満を四捨五入 

  



【令和４年度一般会計の主な取り組み】  

➢ 総務費 

■物価高騰対策 生活者応援事業 1億 1,776万円 

  市民の経済的負担の軽減と市内経済維持のため、「おばまチケット」を全市民に

配布 

 

➢ 民生費 

■子ども医療費助成事業 9,063万円 

  18歳までの子どもを対象に医療費を助成 

■放課後児童健全育成事業 7,027万円 

  昼間保護者のいない家庭の児童を保育 

■新・健康管理センター整備事業 8億 5,198万円 

  新・健康管理センターの建設工事等を実施 

■電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金給付事業 1億 2,663万円 

  住民税非課税世帯等に対して価格高騰緊急支援給付金を給付 

 

➢ 衛生費 

■公立小浜病院組合負担金 8億 2,785万円 

  公立小浜病院の円滑な運営のための負担金および経営改善アドバイザリー導入

に係る負担金 

■出産・子育て応援金交付事業 1,986万円 

  妊娠時から出産・子育てまで、一貫した伴走型相談支援と経済的支援を一体的に

実施 

■新型コロナウイルスワクチン接種事業 1億 2,893万円 

 新型コロナウイルスのワクチン接種を実施 

■廃棄物処理広域化推進事業 7,304万円 

 広域ごみ焼却施設の整備のための若狭広域行政事務組合への負担金 

 

➢ 農林水産業費 

■多面的機能支払交付金事業 9,540万円 

農用地、用排水路、農道等の地域資源の保全活動を行う地域の組織を支援 

■農業者緊急支援事業 1,424万円 

  農業者の経営安定化を図るため、価格高騰する肥料の購入費用の一部を支援 



➢ 商工費 

■官民連携による道の駅リニューアル事業 7,760万円 

 道の駅若狭おばまの物販施設の改修および増築を支援 

■地域が一体となった民宿リニューアル支援事業補助金 1,083万円 

  阿納地区のシンボルとなる共同入浴施設を整備 

■企業振興助成金 3,000万円 

  企業立地の促進のため企業振興助成金を交付 

■地域を支える「おばまチケット第 4弾」循環事業 1億 4,109万円 

  地域経済の循環・活性化のため「おばまチケット」を発行 

■おばま割関連事業（「おばまプレミアム割」発行事業 等） 4,489万円 

  「ふく割」における独自クーポンとして「おばまプレミアム割」、「おばまグルメ

割」、「おばま割（小浜版しょうきぼ割）」を発行 

 

➢ 土木費 

■都市再生整備計画事業（小浜まちなか地区） 1億 7,186万円 

  観光地の魅力を向上させるための道路舗装高質化工事を実施 

■社会資本整備（安全安心） 2億 6,853万円 

  社会資本の安全安心の確保を図るための道路補修・整備を実施 

■護松園周辺環境整備事業 855万円 

  護松園周辺において景観に配慮した側溝整備を実施 

■下水道事業繰出金等 8億 2,090万円 

    公共下水、農業集落排水、漁業集落環境整備事業の運営のための繰出 

 

➢ 教育費 

■重伝建地区保存修理事業補助金 6,649万円 

  重要伝統的建造物群保存地区内の伝統的建造物の修理などを支援 

■物価高騰対策学校給食費緊急支援事業 266万円 

  物価高騰による学校給食費の値上げを防ぐため、高騰する食材費の一部を支援 

 

 

 

 

 

 

 


